
 

動画配信による「国土計画に関する講演会」 
 

 

 

 
 1962 年の全国総合開発計画は、国民所得倍増計画の空間計画という

役割を有していました。近年は、生活圏の構築や首都圏一極集中是正

など、地方創生政策との類似性が強くなっています。 

日本の一人当たり名目 GDP は 2023 年に世界 32 位（IMF）、世界競

争力ランキングは 2024 年に 38 位（IMD）にまで下落しました。 

人口減少という難局のなかで、日本国内での付加価値をいかに創出

していくのかという観点から、国土計画の役割を再検討してみる必要

がありそうです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇講師: 山﨑朗氏（中央大学経済学部教授） 
略歴：1957年佐賀県唐津市生まれ。九州大学経済学研究院教授を経て、2005年より中央大学経済学部教授。

経済地理学会関東支部支部長、元産業学会会長。国土審議会政策部会、長期展望委員会委員等を歴任。主な

著書に、『日本の国土計画と地域開発』東洋経済新報社、1998 年、『地域創生のデザイン』(編著)中央経済

社、2015 年、『地域産業のイノベーションシステム』(編著)学芸出版社、2019 年、『地域政策 改訂版』

(編著)中央経済社（共著）、2024年など。 

 

◇動画配信期間:令和 6 年 8月 13 日～令和 6 年 11月 13 日 

 

◇視聴方法 :講演動画及び資料は、国土計画協会ホームページ

（https://www.kok.or.jp/）に掲載しております。 

無料でご視聴いただけます。 

 

「国土の生産性と国土計画の役割」 
 

https://www.kok.or.jp/

